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都市 と フ ァ ッシ ョン
ファッシ ョンの背景 と しての都市 ・建築/三 輪町複合施設 め くば一 る三輪(竣工1999.3)
徳 岡昌克/徳 岡昌克建築設計事務所
敷地は,東 は既存の公民館,ホ ール,働 く婦人
の家,役場などに近 く,北は山並みを望み,南 西
は春には雲雀のさえず りが聞かれる田園風景につ
ながっている。ここに老人福祉センター,健 康福
祉館,町 民ホール,学習館,図 書館からなる複合
施設を,と の企画であったため,かねてから都市
や街づ くりについて考えてきたことを実現できる
のではないかとの期待があった。つまり,個々の
建築物が構成する街区や都市をメカニズムとして
論ずるだけでなく,視覚的イメージ,風景として
とらえてみたいと思っていた。
三輪町は 「邪馬台の里」と称せられるほど詩情
豊かな史跡や風景に恵まれているが,町 の中心と
なる街区はいま形成されてはいない。これだけの
施設を一挙に完成させるのだから,町のみんな,
あるいはここを訪れる人たちがちょっとおしゃれ
をして楽 しく集い,良好なコミュニティ形成に寄
与するような,またファッションの背景となるよ
うな街区を作 ってみたいと思った。生き物のよう
に街区や都市が新 しい建築行為を許 し,その魅力
を持ち続けていくための布石として,緑,道,広
場を計画 して,そ こに部分としての各施設を張り
付けてみた。こうしておけば全体としての街区や
都市はニーズに即 してその魅力をもち続けられる
のではないかと期待 した。
緑豊かな都市景観を形成するために,緑を育て
る太陽や風雨の向きに留意 し,この地の地理的特
徴をにらんで,シ ンボルとなっている目配山への
視線を通 し,城山にも視界を開いて敷地内の広場
から望む山を背景にした風景に配慮 した。
本計画では,敷地の東側にある既存の町施設に
近い側を文化ゾーン,西側を福祉ゾーンとして位
置づけ,文化的色合いの濃い町民ホール,学習館,
図書館と,老人福祉センター,健 康福祉館のふた
つの主な機能が社会的教育という絆で結ばれた複
合施設としてとらえ,集 落配置している。各施設
は,方位に対 し約40度振られているため,2面 が
おのおの南東および,南西に向くことになり,終
日日影となる部分をほとんどなくすことが可能と
なり,植生を助長できると考えた。町民ホールと
学習館の問に路地を設けたが,そ れは 　情報の小
道」と名づけられ,図 書館に至る。
わが国では,街道が流通 ・文化 ・情報の発信基
地 となっていたことに思いを馳せた。 この3館 に
はそれぞれ大通 りに面 して企画展示コーナーを設
けた。町民ホールのホワイエは大通 りに面し,大
きく開放されて,種 々の催 しに対応できるように
した。各施設は豊かな屋外空間により連結される
よう試みた。
こうして,こ の界隈の人々の移動につれて土地
の歴史に関連づけられたさまざまな風景が現れ,
歩いていて楽 しい空間となるよう,また各建物も
自己主張を少 し押さえて,長 くファッションの背
景 として生き続ける建築に徹するデザインを心が
けた。そのため,耐久性に優れた銅板葺きの勾配
屋根や煉瓦積みの外壁などの落ち着いた集落建築
群 とした。自然採光,自 然換気,自 然排煙,外 気
冷房等,環境共生手法を有効に活用したデザイン
を心がけた。
三輪町複合施設～めくば一る三輪～
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フ ァ ッ シ ョ ン と して の 建 築/VOビ ル デ ィ ン グ(竣工1998.11)
全国で事業を展開しているクライアントが,発
祥の地である大阪,北 新地で建替を計画し,コ ン
ペの結果我々の案が採用された。 クライアント並
びに旧VOビ ルは地域の先導的役割を果たしてき
たという歴史があり,このプロジェクトは中心市
街地の活性化のための最初のステップと位置付け
られる。計画に際しメモリアルビルとしてメッセー
ジ性の高いランドマークとなる建築を目指した。
構成は各階とも飲食店舗のテナントビルであり,
2階より上は1フ ロア1～3店 舗の配置が可能な
プランとしている。構造は地上部分は鉄骨造,地
下は既存躯体を土留めとして利用し,内側にRC
造の壁を配 した二重壁としている。このビルは数
多くのネオンがあふれる人通 りの多い賑やかな通
りに画しており,複雑で奇抜な形態や,異 なった
材料でファサー ド面を分割するようなデザインは
かえって混乱に埋没してしまい効果的でないと考
え,敢えて和紙調合わせガラスとステンレスフレー
ムのシンプルなデザインを選択した。メッセージ・
ウォールと名付けられた可変性のあるガラスのファ
サー ドは,昼間はフレームのプロt一ション,エッ
ジのディテールに留意した面の構成によって日本
の"障 子"の イメージを表現 し,夜間はデータ入
力された2000パターンの照明が多様な表情を映 し
出す。この調光システムは4つ のタイプの光源で
構成され,光 の3原 色,赤,緑,青 のアクリル製
のカラーチューブに包まれた調光 トラフ(1つ は
裸のまま白を用いて)があらかじめコンピューター
プログラミングされたパターンを自動的に点灯さ
せる。
大都市においては,人工的な環境の中で季節の
移ろいを感じることが難しいため,秋 には紅葉の
イメージ,夏 には若葉や青空のイメージというよ
うにこのファサー ドで季節感の演出を試みた。
"光"という普遍的なテーマを最大限に利用す
ることで,空間は訪れる,また通 り過ぎる人々に
新たな出会いと発見を演出する装置となる。建物
とメッセージ ・ウォールとの間にはガラス屋根の
架か った吹き抜けがあり,そこからの眺めは,丸
窓か ら光が漏れ,外 部とはまた違った雰囲気をも
たらす。
建築の種々のサイクルを考え,耐久性のある構
造体 と,部材,設 備の可変性を考慮 した。商業建
築においては,客やオーナーの関心を保持 し続け
ることが不可欠であり,改修 ・更新の際には,他
店の営業を妨げずに工事が出来るよう,設備用の
配管 トレンチは床下に,パ イプシャフ トは共用部
に面 して配 した。建物全体の建替えを不要とする
ことで,ク ライアントに対 しては建設コストの減
少をもたらし,環境に対する負担も軽減できる。
建物のスクラップアンドビル ドを避けることは,
サスティナブル 。デザインを考えるうえでも大変
重要である。商業空間もサービスを提供する単な
る器ではなく,その質が重要である。
量から質の時代 といわれて久 しい今日,建築家
は質の高いサービスに基づいた生産をいかにデザ
インするかを考えていかなければならない。
VOビ ル昼景 VOビル夜景
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